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リニアのルートは８６％が地下やトンネルで建設されます。それに伴う岐阜県内の工事で発

生する残土の量は全７都県の中で最も多い約１２８０万㎡（ナゴヤドーム約７．５杯分）でＪ

Ｒ東海が３４０万㎡工事で再利用し、残りは周辺自治体や民間企業の工場に提供したり、埋め

立てなどで処分する予定としています。その残土の中には、核燃料鉱床としてウラン（放射性

物質）採掘の対象となった岐阜県土岐市にある東濃鉱山があり、東濃地方にはウラン鉱床が点

在し、その残土の置き場が問題となり、いまだ未定となっています。

岐阜県御嵩町では、戦時中に化石燃料として質の悪い亜炭の発掘が無計画に行われ、現在で

は住宅地や道路が突然陥没するという事象が発生しています。御嵩町では町有地の一部をリニ

ア建設で出た残土の受け入れ候補地として検討すると表明していますが、「土がどんな質のもの

なのかわからない。沿線にはウラン鉱床が点在しており、影響が出ないか心配だ。ＪＲには検

査などの対応を徹底して欲しい」と注文を付けています。

核燃料ウラン鉱床が点在しているなかで、リニア沿線住民やリニアを利用する乗客・乗務員の

健康に問題が無いのでしょうか。
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